
第 5回名立区地域協議会 次第 

日時：令和 4年 7月 26 日（木） 午後 6時 30 分から 
                      場所：名立区総合事務所 2階 第 2会議室 

 

1 開 会 

 

 

 

 

 

2 協議事項 

  (1) 地域活性化の方向性について …資料 No.1 

 

 

 

 

 

3 その他事項 

 

 

 

 

 

4 閉 会 



意見交換会での意見等まとめ（7月 14 日、19 日、20 日実施） 

○区内の地域活動団体との意見交換会 

 

漁業協同組合名立支所 

【現状・課題】 

・かつては 3、40 人の人がいたが現在は漁船 3 隻、釣り船 6 隻で

ある。 

・人手がおらず、組合として独自の活動を行える状況にない。 

・養殖事業は人手が必要なため、やっていない。 

 

・新たに漁師を希望する人がいても、土日が休みでないことや、収

入が安定していないことから、定着にはいたらない。 

 

・現在は以前に比べて海洋資源も少なくなっており、少ないなが

らも比較的安定している甘エビ漁が中心となっている。 

・漁獲したものは全量長野の業者が買い取る。売上は安定するが、

その分単価は抑えられる。 

【ポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名立商工会 

【現状・課題】 

・名立商工会は令和 7 年 1 月に頸北 5 区（柿崎区、大潟区、吉川

区、頸城区、名立区）と合併する。 

・それぞれの商工会はいったん解散し、1つにする。 

・名立区には名立支所という形で置けるよう進めている。 

・残った店舗を支えながら、会を続けていく予定。 

 

・会員数は 79、かつては 150 近くいた。 

・まつりの事務局、青空せり市、大鍋まつり、サケまつり、こうい

ったものも人手不足でできなくなっている。 

【ポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

不動生産森林組合 

【現状・課題】 

・H28 年に県に相談し、間伐事業を開始した。 

・良い木材は家具（富山の工場に持ち込み）に、細いものは菌床用

としてゆきぐに森林組合（大島区）に持ち込んでいる。 

・いずれも運搬料がかかり、赤字状態。加工もすべてお願いしてい

る。 

 

・森林を活用して、イベントを行ったり、炭焼き体験を行ったりと

地域のＰＲも行っている。 

・炭焼きは昨年、直江津の公民館事業で見学に来ている。 

・この森林を生かして人が足を運んでくれるようにしたい。 

・新潟大学の紙谷先生（ブナ林専門）を招いて勉強会を行う予定。 

【ポイント】 

 
・持続可能な樹

木の販売方法 

・間伐以外の森

林の生かし方 

・森林を活用し

た地区の PR 

・人手不足 

・収入の安定 

・新規漁師の定

着 

・漁及び販路の

硬直化 

・商工会の合併 

・人手不足 

・イベントの実

施主体の不在 

資料 No.1 



意見交換会での意見等まとめ（7月 14 日、19 日、20 日実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名立の子どもを守り育む会 

【現状・課題】 

・社会教育に携わる人が減っており、指導者の成り手が育たない。

昔は公民館活動の中で自然と携わり、後継が育っていたが、合

併後は公民館活動が縮小している。 

・地域に貢献していこうという「心」が若者に育っていない。 

・青年層（20代～30代くらい）の組織がない。昔は青年団があり、

運動会など地区の行事を企画運営していた。それが人づくりに

つながっていた。 

・地域の運動会は子どもと大人が関わる機会になっていた。 

・今年の名立まつりは区内 4 地区で地区振興会が中心となって前

夜祭を行う形となった。このように地区振興会が中心となって、

各団体がそれに協力、結集する形が、社会教育の始まりになる。 

 

・関係者の協力のもと、他区に負けない活動をしているが、予算が

非常に少ない。 

 

・戦争の悲惨さを伝える事業が、年 1 回の平和を願う日の行事で

終わっている。もっと小中学生を含め、平和教育を強化しない

とどこかで途切れてしまうと危惧している。 

 

・小中学校でスマートフォンへの関わり方が啓発されているが、

保育園児にも必要と考えている。 

・20 代～40 代のひきこもり及び自殺対策の活動もしたいと考えて

いる。 

【ポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉協議会名立支所・住民福祉会・老人クラブ連合会 

【現状・課題】 

・老人クラブに比較的若い（60 代）人が入らない。会員が減少し

ている。現在は約 130 人。市内では老人クラブがなくなったと

ころもある。 

・今は 70歳近くまで働いている。 

【ポイント】 

 

 

 

 

・指導者不足 

・人材育成 

・青年層の取り

込み 

・小予算 

・今後の事業の

展望 

・平和教育の継

承 

・会員の減少 



意見交換会での意見等まとめ（7月 14 日、19 日、20 日実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名立いきいきサロン運営協議会 

【現状・課題】 

・サロン事業は H10 年から 24 年継続しており、地域に浸透してい

る。待ち遠しく思ってくれている利用者がいることや、介護予

防への効果が期待されるものであることから、今後も続けてい

きたいと考えている。 

 

・地域活動支援事業を活用して実施してきたが、今年度で同事業

が終了となる。資金面に不安がある。 

 

・ボランティアの協力で活動が成り立っているが、8つの実施団体

のいずれもボランティア不足が課題となっている。 

・次のボランティアの成り手として、現在は 60代後半の方にボラ

ンティアへの参加のお声がけをしている。 

【ポイント】 

 

・事業継続の意

向 

・資金面での不

安 

・ボランティア

不足 



意見交換会での意見等まとめ（7月 14 日、19 日、20 日実施） 

○ろばた館の活性化方策に関する意見交換会 

ろばた館の活性化方策に関する意見交換会 

【出された意見】 

＜上名立地区振興協議会＞ 

・温浴機能を廃止したら、利用者はいなくなるのではないか。知恵

を絞って温浴機能を残してもらいたい。 

＜名立加工グループ＞ 

・うまいもん市で月 1 回利用している。温浴機能がなくなれば、

ろばた館の利用者がいなくなるので、当会の活動も続けられな

い。 

＜いきいきサロン運営協議会＞ 

・年 2 回、サロンで入浴、昼食の利用をしている。参加者も楽し

みにしている。 

 

＜折平芸能保存会＞ 

・入館料はいただいたほうがよい。 

＜名立加工グループ＞ 

・入館料が無料のため、お茶のみだけの利用の人もいる。 

 

＜名立加工グループ＞ 

・一部の団体が頑張ってもろばた館の利用向上には限度がある。

区内の各団体で利用することを考えなければならない。 

 

＜名立区地域協議会＞ 

・ろばた館を利用しつつ活性化を考えていく集まりを作れないか

と考えている。 

・そのためには名立区全体を見渡せる団体が中心となるのが理想

である。 

・地域協議会は実行団体にはなれないが、皆さんの意見を聞いて、

団体に働きかけをすることはできる。 

＜上名立地区振興協議会＞ 

・今後もこのような機会を持ってもらいたい。 

 

＜名立区地域協議会＞ 

・市ではこの地区の中山間地域振興をどのように考えているか。 

 →＜農村振興課＞ 

  ・農業と中山間地域振興は切り離せないと考えている。 

  ・昨年度から名立区みらい農業づくり会議を行い、農業と地

域振興を併せて議論している。 

  ・また、市では現在「地域独自予算」の検討を行っている。地

域がやりたいということを市で事業化の検討を行っていく

ので、地域で議論いただき、あげてもらいたい。 

【ポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・温浴機能の維

持 

・入館料の有料

化 

・各団体が利用

策検討 

・活性化を考え

ていく協議会

等の設置 

・継続的な議論 

・地域での議論 

・地域独自予算

の活用 


